
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護福祉士会等と連携した有資格者の再就労支援 
（「介護の仕事はキライじゃない人向けセミナー」の開催） 

かながわ福祉人材センター 

 

○神奈川県の介護福祉士登録者数が 12 万人を超え（※2024 年 7 月現在／12 万 4,276 人）、その中で実際に介護の仕事に従事していない「潜在介護福祉士」も 

相当数存在すると言われています。福祉人材センターではこれまで法人・事業所の協力のもと、潜在介護福祉士等の再就労支援セミナー（以下、「セミナ 

ー」）を毎年実施してきましたが、急激な社会状況の変化等をふまえ、さらに社協らしさとセンターの強みを発揮した事業企画をすすめることとしました。 

○団塊ジュニア世代が 65 歳以上になる 2040 年には認知症の高齢者が全国で約 584 万人（全高齢者の約 15％）にのぼると言われていることからも、福祉人

材センターでは介護職としての就労経験のある人がもう一度、介護の仕事を始めるにあたり、「最新の認知症ケア」を学び、経験を積む必要性が高いと考えてい

ます。 

背景・趣旨 

 

県介護福祉士会、市社協、法人・事業所の 3 者との連携・協働を事業展開の基

本とし、プログラムでは現職の介護福祉士から最新の認知症ケアを学ぶとと

もに、特別養護老人ホームでの ICT 技術の導入、介護職のヘルスケアの実情

など、再就業にむけて、一つひとつ丁寧に確かめながらすすめました。 

 

福祉人材センターでは本セミナーの他に、かつて介護職として介護施設等で就

労していた経験のある人、「介護の仕事はキライじゃない人」への無料相談、

最新情報の提供など、就職活動をサポートしています。 

おもな効果 

メッセージ 

 

①関係機関・団体との連携・協働の一つとして、5 日間の連続セミナーの企画を県介護福祉士会と共同で行いました。ちょうど、県介護福祉士会では、認知症 

ケアの研修テキストを独自に作成し、県内で研修会を展開する予定にありました。 

②地域開催（地域展開）を進めるうえで、モデル地域を選定し、当該の市社協（ボランティアセンター）、法人・事業所（特別養護老人ホーム）と連携・協働する 

こととなりました（※市社協は「共催」、法人は「後援」）。 

③5 日間のうちの 1 日は市社協が支援してきた、地域で暮らす若年性認知症の本人と家族の会の参加協力により、介護職のあり方等について学びます。 

④法人・事業所では、認知症当事者の生活と認知症ケアの実際（見学・体験等）について、法人の新人職員等と交流しながらすすめます。 

⑤福祉人材センターのキャリア支援専門員による就職支援ガイダンスを実施します（再就職支援、情報提供等）。 

 ※ 5 日間のうち、４日間は市社協の研修室等を会場とし、最終日は施設見学、体験会を兼ねて法人の施設で実施 

事業の特徴・内容（社協らしさとセンターの強みを発揮した事業企画） 
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